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長期 寛解状 態に あ る小 児が ん 患児の 母 親の 心 理 的適 応 と病弱

傾向 認知 の 関連

病 気 とた たか う子 どもた ちに夢 の キ ャ ン プ を　〜医療設 備を

備 え た 目本初 の キ ャ ン プ場 開 設 に 向 け て の 歩 み
〜
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【目的】小 児が ん の 長期 に わ た る 辛い 治療生活は，患児 だ け

で な く家族．特 に 母親 に 大 きな影響 を 7 え る こ とが 知 られ て

い る 。 従 来の 小児が ん 患児の 母 親の 心 理的 適応 に 関す る 研 究

で は，治療 終了 後で あ っ て も，母親 は，抑 うつ や不 安 とい っ

た 心 理 的 苦痛を感 じて お り，治療 が 患 児の 心 身 に 及ぼ す影響

や 病 気の 再 発 を強 く心 配 して い る こ とが 報 告 さ れ て い る．、母

親の 患児 の 健康 に関す る心 配 は母親 自身の 心 理 的適応 と関 連

して い る 可 能性 が あ る。そ こ で ，本研 究 で は．母 親 の 患 児 の

健 康 に 関 す る 考 え方 や 心 配 が 母 親 自身の 心理 的 適応 と どの よ

うに 関連 して い るか検 討す る こ と を 日的 と し た 。

【方法 】治 療 が 終 了 し、長期 寛解状 態 に あ る小 児 が ん 患 児 〔小

中学 生 ） の 母親 46 名 を対象 に質問 紙調 査 を 行 っ た 。 患児 の

疾患 は，急 性 リ ン パ 性 白血 病 17 名．神経 芽細 胞腫 9 名，悪

性 リ ン パ 腫 7 名．急性骨 髄 性 白 血L病 6 名，横紋筋肉腫 2名，
肝芽 腫 2 名．その 他 3 名 で あ っ た。また，平均 発症時 年齢 は

4、32 ± 3．17 歳 ，平均治 療期 間 は 1．41 ± 1．10 年，平 均 発症 後

経過 年数 は 5．67 ± 2．45 年で あ っ た。調 査 項 目 は （1） 子 ど も

の 健 康に 対 す る 認知 を測 定す る病 弱 傾 向認知 尺 度 （CVS ・J），
（2〕心 理 的適応 の 評価 と して，不安 （STAI ），うつ 状 態 （SDS ）．
PTSD 症 状 （TES −R），（3） 発症 時年 齢，治 療期 間，発症 後 経

過年 数 な どの 疾病 関 連要 因で あっ た 。

【結 果 と考 察1 母親 の 病弱傾 向 認知 の 高 さに よ る母 親 自 身の

心 理 的適 応 の 違 い を 検討 す る た め，病弱傾 向 認知 得 点 の 上

位 25 ％ 〔病弱 傾 向認 知得 点 5 点 未満 ） を病 弱傾 向認知 高群 ，
下 位 25％ （病 弱傾 向認知得点 11 点 以 ヒ） を病弱 傾向認 知低

群 ，そ れ 以 外を 病弱 傾向 認知 中群 と し，疾 病関 連 要 因 を共 変

量 と した 共分 散 分析 を 行 っ た。そ の 結 果 ，抑 うつ ，状 態 不

安，PTSD 症 状 の い ず れに おい て も病 弱傾 向 認知 の 高 さの t
効 果が認 め ら れ （抑 うつ ：F（2．38）＝5．Ol，p ＜ 、05，状 態不安 ：

F（2，38）＝2．95．PTSD 症 状 ： F（2，38）＝2，95，　p く ．1 ），病 弱 傾

向認知 高 群 の 抑 うつ と 不 安 は 他 の 2 群 に 比 べ 有 意 に 高 く，
PTSD 症状 は 低群 に 比 べ 有 意 に 高 か っ た。以上 の 結 果 か ら．

病弱傾 向認 知 の 強 い 母親 に は．強 い 抑 うつ ．不 安，PTSD 症

状 があ る こ とが わ か っ た。した が っ て，治療終 了後の 母親 に

対 して も．心 理的 な支援 が 重 要で あ る とい える。
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1988 年、ア メ リ カ コ ネ チ カ ッ ト州 で 難 病 の 予 ど も た ち の た

め の キ ャ ン プ施設 「ホ
ール ・イン

・ザ ・ウォ
ール ・ギ ャ ン グ ・

キ ャ ン プ 」 が 俳 優 の ポ
ー

ル ・ニ ュ
ー

マ ン に よ っ て 設 立 され

た。1999 年 に 故 ・横 山清 七 会長 （そ らぶ ちキ ッ ズ キ ャ ン プ

を 創 る 会会長、前 東海 大 学小 児外科 教 授 ）が 日本 の 小 児 が ん

の 子 ど も 4 入 とと もに この キ ャ ン プ に参 加 し、日本 に も同様

なキ ャ ン プ をつ くりたい と い う思 い か ら、2004 年 2 月 に 「そ

らぶ ち キ ッ ．ズキ ャ ン プ をつ くる 会 」が 設 立 さ れ、北 海道 滝川

市 に現在 キ ャ ン プ 場 の 建 設 が 進め ら れ て い る。2004 年か ら

夏、冬 あ わせ て 計 4 回 の ブ レ キ ャ ン プ を現地 の 既存 施設 を利

用 して 行 っ て きた の で 、そ の 実際 を報告す る。
参加 し た 子 ど もは 各 回 17〜31名、年 齢 は 6 ．一一・26 歳 、主 な

疾 患 は 小 児が ん、二 分 脊椎な どの 運 動
・排泄 障害、消化 器疾

患 な どで あ っ た。約半 数 の チ ど もに と o て 、人 院 以 外 に 親 と

離 れ て 宿泊す る こ とが 初め て の 体験 とな っ た。キ ャ ン プの 運

営 は ボ ラ ン テ ィ ア 、運 営 ス タ ッ フ 人 数が 43．− 70 名 （医 師、

看護 師 は 12 〜14 名）、期 間 は 3 泊 4 日 で 行 わ れ た r．北 海道

とい う地 の利 を活 か して、夏 は グラ イ ダ
ー、乗 馬、野菜の 収

穫体験、カ ヌ
ー

な ど を、冬 は ス キ
ー、ス ノ ー

ボ
ー

ド、ス ノ ー

モ
ービ ル 、雪 合戦、イ グル ー作 りな どの プ ロ グ ラム の 中で 遊

び、ユ 日 の 終 わ りに は キ ャ ン ドル の 灯 りの もとで ．キ ャ ン プ

で チ ャ レ ン ジ した こ と、病 気に 対 す る思い 、将来 の 夢な ど を

語 り合い 「白分 は
一．

人 で は な い 、仲 問 が い る 」 とい うこ と を

子 ど もた ち は 実感 し て い た。こ の キ ャ ン プ の 実 現 は、病気 の

子 ど もの トータ ル ケ ア の
．
つ と して の 役割 を担 う と 思 わ れ

る。
キ ヤ ン プ 中の 投薬 や 医療的ケ ア （IVH 管理、ス トマ ケ ア な ど ）

に つ い て は，3 回 目 以降 の プ レ キ ャ ン プ よ り 「そ らぶ ち 保 健

室」 を 設 置 し、主 に 3 名の看護 師が常駐 して 医師 と連携 を と

りなが ら行 っ た。親 と離 れ て の キ ャ ン プ 参加 とい う点 か ら、
キ ャ ン プ前 よ り病 状 や 治療 の 経過、投 薬や 医療的 ケ ア に つ い

て は 、家族 と面接 や 電 話 を通 して 情 報 交換 を行い 、必 要に 応

じて 主治 医 と連絡 を と り、子 ど もた ちが キ ャ ン プ に 安心 し て

参加 で きる よ うに 関 わ っ た。キ ャ ン プ 後 に も電話 で 健康 状態

を確 認す る な どの フ ォ ロ
ー

ア ッ プ を行 っ て い る 。 プ レ キ ャ ン

プで は既存 施設 を利 用 したの で 、応急 処置 程度 の 医療体 制 と

な っ た た め、現 在は 北 海 道内の 病 院施 設 と 連携 しなが ら緊急

時の 医療体 制の 構 築 を進 め て い る 段階 で ある。
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